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１． はじめに 

大型土のうは建設工事に幅広く使われて

おり、特に災害の応急復旧には欠かせない
1)。 

災害復旧等において、大型土のうは、設置

場所において製作することが多いが、現場へ

のアクセスが容易である場合は、製作した大

型土のうをトラックで設置場所へ運搬する

ケースもある。（写真－1） 

大型土のうの大きさは、平面寸法がおお

むね 1.1m×1.1m となる。一方、典型的な大

型ダンプトラック（10t 積み）の荷台の内寸

法は、幅 2.2m である。 

２． 課題 

複数の大型土のうをダンプトラックの荷台

に積み込む場合、荷台内幅と土のう２袋の幅

（1.1m＋1.1m＝2.2m）とを比べると、両者はほ

ぼ同一（2.2m）か、土のうが膨らみ２袋の幅が

荷台内寸法を超えることがある。 

そのため、土のうを荷台に積み降ろす際に、

揚重作業者の人手による介錯が必要となる。

（図－1） 

しかしながら、ダンプトラックの荷台の高さ

は、地上から 1.6m 程度であり、大型土のうを

荷台に積み込むためには、荷台外部に作業足場

が必要となる。複数の土のうを一括で人の介錯

なしに、荷台に短時間で収めることが、現場に

おける大型土のうの積込み作業の課題となっ

ている。 
３． 具体的な解決策 

(1) 解決策 

大型土のうとダンプトラックは既製品が流通

しているため、これらの積込み作業を改善する

ために、機能もしくは寸法を変更することは現

実的ではない。よって、複数の大型土のうを吊り

上げた際に、積荷自身が荷台に収まりやすい寸

法に変化させることを解決策とした。 

大型土のうを４袋吊上げる吊環は、従来の正方形（吊点位置

各頂点 1.1m×1.1m）が標準である。今回開発した可変吊環は、

吊環の頂点部分をピンで接続するようにして、吊環の形状を変

えられるようにした。（写真－2、表－1） 
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写真－2 可変吊環(4 点吊用) 

表－1 可変吊環仕様

 

 

項目 仕様
寸法 1.2m × 1.2m

吊り荷重 6t

図－1 大型土のう積込み時の課題 

正方形では荷台内寸法を超過 

 

写真－1 大型土のうの荷台への積込み作業 

大型土のう(2 袋×2 袋） 
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(2) 可変吊環による積込み作業 

可変吊環による積込みフローを図－2 に示す。 

４点吊用の可変吊環は、フレームの接合がピンによって

自在に回転できるようになっている。無負荷時は正方形を

保つが、ピンの台座に傾斜をつけることによって荷を吊る

と自重でひし形に変形する。 

これにより土のうの相対位置にかかわらず、吊上げた直

後に相対位置がひし形に変化するために、荷の幅を２m 程

度に縮小できる。（写真－3） 

(3) 作業効率の向上効果 

大型土のうのダンプトラック荷台への積込み作業を、可

変吊環使用の有無によって比較した。その結果、可変吊環

使用時の４つの土のうの積込み時間は、土のうを１袋ずつ

積み込む非使用時の約 50％であった。（図－3） これは、

自動玉外しフックを使用し、吊りワイヤーの取外し自動化

も使用した値である。 

可変吊環は、作業員の吊荷付近の寄り付きや荷台への昇

降を最小限とすることで、作業の安全性向上にも大きく寄

与する。また、ダンプトラックへの大型土のう積込み作業

以外にも、大型土のうを組み上げる擁壁構築の場面におい

ても、設置作業の生産性向上に有効であると考えられる。 

４． まとめ 

建設作業において、吊荷の姿勢を空中で変化させる装置

は、いくつか提案されてきた 2)3)。今回報告する可変吊環

は、吊荷の姿勢を自重によって自動的に変化させた点が目

新しい。また、構造も極めてシンプルで、維持管理に手間

がかからない。なお、この可変吊環(名称 ダイアサスペン

ダー：DS)は、そのプロトタイプを RADIEX2014(環境放射能

対策・廃棄物処理国際展 2014)にて公開した。 
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写真－3 積み込んだ土のう 

①吊フックを土のうに玉掛 

③吊環がひし形に自動変形 

②可変吊環を吊上げ 

④トラック荷台に吊降し 

⑤吊フックがオート解除 

図－2 可変吊環による積込みフロー 

    DS 使用   DS 非使用 

図－3 積込み時間の比較 

(DS：可変吊環) 
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